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甲虫 目幼虫の 形態 （1）

林 長 　閑
＊

Morphology　of　the　ColeopterQus　Larvae （1 ）

Nodoka 　HAYASH エ

　日本の 全土か ら ，
こ れ まで に 記録 さ れ て い る 昆 虫は約 3 万種， こ の 中の 約％ に 近 い 9 千種余 り が

甲虫目 （鞘翅 冖）CQIeopteraで 占め られ る 。 それだ けに 人間の生活と の かか わ り も大 き い 。食生活 ，

居住環境の 多様化 に 伴 い 害虫と よ ばれ る 虫も多様化 して い る 。 害虫に よ る被害 （食害 ）は主 と し て

幼虫期 に もた らされ る。そ の 食性 を亜 目別 に み る と，ナ ガ ヒ ラ タ ム シ亜 A （始 原亜 目 ）は主 と し て

腐植物 （朽木）を ， オサ ム シ亜 目 （食肉亜 目）は 主と して 生 き た小動物 を ，
ツ ブ ミズ ム シ亜 目 （粘

食亜 目）は 主 と し て 藻類を
，

そ して カ ブ トム シ亜 目 （多食亜 目）は生 き た 動植物か ら死ん だ もの （乾

い た も の ，腐 っ た も の ）， カ ビ ・キ ノ コ な ど の 菌 類 ま で 食性 の 幅は 広 い 。 し た が っ て 害 虫と よ ば れ

る 甲虫 の ほ とん どが カ ブ トム シ亜 日 に 含まれ る こ とが判か る 。

　本稿は 甲虫Eiの 全体か ら ，
こ の 目の 幼虫に み ら れ る 形態 的特徴をと りあげた 。 また ， それ ら の 形

態は 主と して 上科 や科 の 同定に用 い られ て い る特徴で もあ る 。

1． 体　　　形

　幼虫 の 体形 （図 1 ）は シ ミ形 ， ワラジ ム シ形，

コ ガ ネ ム シ形 の 他，円筒形 ， 紡錘形，半球形な ど

多様で ある。また成虫に み ら れ る よう に 扁平化 し

た もの も少な くな い 。頭部 と口 器 （咀嚼 1
−
1）は 明

瞭で あ る。第 9 腹節 に尾突起 を有す る もの と欠 く

もの とが あ る 。 幼虫 の 皮膚 （体壁 〉は
，

ハ エ 目 ，

チ ョ ウ目 ，
ハ チ 目σ）幼虫と比 べ て一．．般 に 堅 い 。腹

部 に は チ ョ ウ 目幼虫 に み ら れ る よ うな腹脚 は な

い
。 体色は植物組織 の 中に穿孔す る もの で は 自色

が 多 い が ，動 きまわ っ て摂食す る も の に は着色 （多

くは 淡褐色 か ら黒竭色）され た もの が少な く な い 。

また胸脚は前者で は退化の傾 向を示 し ，
ゾ ウ ム シ

科 の よう に全 く欠 く も の もみ られる 。 体毛 は 目立

つ もの （剛毛）と H 立 た な い も の （軟毛 ）とが あ

る 。

2． 頭 　　　部

　頭 蓋 Head −capsule の 形 態 は 前 口 式 prog

＊
東洋大学

nathous と 下 口 式 hypognathous に ほ ぼ 大別で き

る （図 2 ）。前者 は 頭蓋 の 後頭窩 Occipital　fora．

men が頭蓋 の後面 に位置 し，頭頂 Vertex が不 明

瞭 で 頭蓋腹 面が 長 く， 咽喉 Gula が 発達す る。後

者 は頭蓋 の 後頭窩が腹面 に 位置 し，頭頂が 明瞭で

頭蓋腹面 が短 く，咽喉が発達 しな い 。

　前口 式 ：ナガ ヒ ラタ ム シ亜 目 ， オサ ム シ亜 目，

ツ ブ ミズ ム シ亜 目，カブ トム シ亜 目の エ ン マ ム シ

王科 ，
ハ ネ カ ク シ上科， ドロ ム シ上科， コ メ ツ キ

ム シ上科，ホ タ ル 上科 ，
カ ッ コ ウ ム シ．1／科， ヒ ラ

タ ム シ上 科な ど 。

　下口式 ：カ ブ トム シ 亜 目 の コ ガ ネ ム シ上科，マ

ル トゲ ム シ 上科 ， シバ ン ム シ上科 ， ツ ツ シ ン クイ

上科，ハ ム シ 上科，ゾ ウ ム シ上科な ど 。

　前口式に は動物食性 （捕食性 ）の もの が 多く，

下口 式に は植物食性 の も の が多 い
。 し か し前口式

と下口 式に 明瞭に 分 ける こ とが む つ か しい 科や種

もある。ガ ム シ科 は後頭窩が頭蓋の 背面 に 位置す

る 特異な 形態 で あ る 。

　頭蓋は 全体が 露出 して い る もの と，後方が前胸
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図 1　 幼虫．A ：ク ロ ズ シ リホ ソ ハ ネ カ ク シ．　 B

　　　 メ ッ キ．E ： ガ イマ イゴ ミ ム シ ダマ シ．　 F

　 　 　 ク ワ ガ タ． 1 ：マ ツ ノ シ ラ ホ シ ゾ ウ ム シ．

ナ ナ ホ シ テ ン トウ．C ：ム ネア カ ク シ ヒ ゲム シ ．　 D ：ウバ タ マ コ

ク シ ヒ ゲ マ ル ヒ ラ タ ドロ ム シ．G ：ホ ソ ク ビ ナガ ハ ム シ．　 H ：コ
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図 2　頭部．A ：オサ ム シモ ドキ （背面）。　 B ：同 （腹 面 ），　 C ：ウバ タマ コ メ ツ キ （腹面 ）．　 D ； コ ク ワ ガ タ （背面）．

　　　E ：同 （腹面 ）．F ：ガ イマ イゴ ミ ム シ ダマ シ （腹面 ）．　 G ：ニ セ ク リヤ ケ シ キス イ右触角 〔腹 面 ）．

　　　at ：触 角．　 cs ：頭楯．　 e ¢ ；Endocarina．　 es ：頭蓋中央縫合線 fc：前頭頭楯縫合線．　 fr：前頭，　 fs：前 頭 縫 合 線．

　　　gs ：咽 喉縫合線．　 gu ：咽 喉 ．　 hr：Hyp 。 stomal 　rod ，　 la ：上唇 ．　 lb ：下 唇 ．　 me ：下唇基節．　 mx ：小あ ご．　 na ：

　　　鼻状突起 ．oc ；単眼．　 Qf ：後頭窩．　 pm ；前 基 節．　 sa ：感 覚突起 ．　 s 皿 ：後基節．　 vt ：頭 頂． 1 − 3 ：触角第 1

　　　節 か ら第 3節．
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の 中に 入 り込 ん で い る （埋も れ る ）もの と が あ る 。

植物組織に穿孔す るもの に は後者が少な くな い 。

前胸中に 入 り込 む も の と して は
， タ マ ム シ科 ， ナ

ガ シ ン ク イム シ科 ，
マ メ ゾ ウ ム シ科，ハ ム シ科 の

一部 ，
カ ミキ リム シ科 ，

ゾウ ム シ科 の
・部 など v

　 な お ホ タ ル 科で は ス ッ ポ ン の よ う に頭蓋 を前胸

の 中へ 出 し入 れ で き る特異な 構造 と な っ て い る 。

　頭蓋腹面の 中央が下唇や咽喉に よっ て後縁ま で

幅広 く離れ て い る もの と ， 口 器 の 後方 が 1 本 の 咽

喉縫合線 Gular　suture に よ っ て 接 して い る も の

とが あ る 。

　離れ て い る も の ：ナ ガ ヒ ラタ ム シ亜 目 ，
ハ ネカ

ク シ 上 科 （ハ ネカ ク シ科 の 一部 を除 く ）， コ ガネ

ム シ上科 ，
マ ル ハ ナ ノ ミ上科 ，

マ ル トゲム シ上科 ，

カ ツ オブ シ ム シ上科，ナガ シ ン ク イム シ 土科，シ

バ ン ム シ上科 ， カ ッ コ ウ ム シ上科 ， ツ ツ シ ン クイ

上科，ヒ ラ タ ム シ上科，ハ ム シ ヒ科 ，ゾウ ム シ上

科 など。

　接 し て い る もの ：オサ ム シ上科 ，ガ ム シ上科，

エ ン マ ム シ k科 ， ドロ ム シ上科 ， タマ ム シ h科 ，

コ メ ツ キ ム シ上科 ， ホ タル 上科 の ジ ョ ウ カ イボ ン

科 など 。

　 な お頭蓋後 方に く び れ （首 Neck ）を もつ もの

と して オサ ム シ上科，ハ ネカ ク シ上科の ハ ネカ ク

シ亜科な どがあ げ ら れ る 。

　 頭蓋 の 幅は一般 に 縦 の 長 さ （上唇 を含ま な い 長

さ）よ りも大 き い が，後 方 が前胸 に 埋れ る もの で

は ナガ シ ン ク イム シ科の よ う に しば しば縦長 と な

る 。ま た 頭蓋 の 幅 は
一般 に は 前胸 の 幅よ り狭 い か

，

ま た は ほ ぼ 同 じ 。

　 頭蓋 の 背面前方 を前頭 Frons と よ ぶ
。 前頭 が

前 頭 縫 合線 Frontal　 sutures 〔Frontal　 arms ）に

よ っ て 囲 まれ る もの が多 い が ， しば しば縫合線の

不明瞭な もの も み ら れ る 。 前頭が頭蓋後縁 ， ま た

は そ の 近 く ま で 達す る もの で は ，頭蓋中央縫合線

Coronal　suture 〔Epicranial　stem ）を欠 くが ， 離

れ る も の で は 通常頭蓋 中央縫合線 を有す る。ま た ，

こ の 縫合線が 前頭内ま で 伸長 す る こ とが あ る が
，

こ の 伸長部を Endocarina とよ ぶ 。

　 前頭 と上 唇 の 間に 頭楯 Clypeus が あ る が ，両

者 を分 け る 前頭 頭楯縫合線 Frontclypeal　suture

が消失する もの が 少な くな い 。 ナガ ヒ ラ タ ム シ亜

目， コ ガネム シ h科，ナガ シ ン ク イ上科 ，
シ バ ン

ム シ上科，ツ ツシ ン クイ上科，ハ ム シ上科，ゾウ

ム シ．ヒ科 な ど で は
， 通常 こ の縫合線が明瞭で あ る。

　単　 　 眼

　単眼 Ocellusは頭 蓋 の 側 面に 位置 す る側 単眼

Lateral　 ocelius （Steln皿 ata ）で
， 基本の 数 は各側

面 に 6個で ある 。 しか し，その 数や大き さ （発達

の 度合 い ）， 配 列 を異 に し ， 欠 くもの もあ る 。
．単

眼 は外観か ら は 透明な角膜 レ ン ズ と黒色 の 色素細

胞 か ら な る が ， 有無 の 識別が 困雑 な場合 も少な く

な い 。 単眼 は オサ ム シ上科，ホ タ ル 上科の よ う に

捕食性 の もの で は 一般 に 発達 し ， 植物組織や土 壌

中 に 棲む もの
， 寄生生活 をす る もの で は 退化す る 。

　触　 　 角

　触角 Antenna の 頭蓋 に お ける着生位
1
置は通常

は 口器の 基部側面で あ る が，ガ ム シ 上科，エ ン マ

ム シ 上科 ，
ハ ネカ ク シ上科 で は主 と して 口器 の 基

部背面 に 位置 す る。稀 に は ヒ ラ タ ム シ上科の一部

（カ ク ホ ソ カ タ ム シ科，テ ン トウ ダ マ シ科）の よ

う に 口 器 か ら著 しく離 れ る も の が あ る 。

　環節 の 基本数 は 3節 で，第 2 節の 先端 に 第 3 節

の 他，感覚突起 Sensory　appendage ま た は感 覚

器 Sensoriumが あ る （図 2 ：G）そ の 数 は 通常

は 1 個 で あ る が，エ ン マ ム シ 上科や コ メ ツ キ ム シ

科 の
一

部 の 属 など で は 2 個以上とな る。ま た環節

数は 通常は基本の 3 節で あ る が
， オサ ム シ上科 ，

コ ガ ネム シ上科 の 多 くは 4 節 か ら な る 。マ ル ナ ハ

ノ ミ科 で は 第 3節が 鞭状 と な り多く の 細か い 環節

と な る 。触角 の 長 さ は オサ ム シ上 科やハ ネ カ ク シ

上科の よ う に行動の 敏 し ょ う な もの で は
一

般に長

く ， シバ ン ム シ科，カ ミキ リム シ科，ゾ ウ ム シ科

な ど の よ う に 植物組織 に 穿孔す る も の で は短 縮

し，環節数も 1 〜 2 節と な る 。

　 口 　 　 器

　口 器 Mouthparts は 上 唇 Labrum ，1 対 の 大あ

ご （大腮 ） Mandibles，1 対 の 小 あ ご （小腮 ）

Maxillae，下 唇 Labium か ら な る。上 唇 の 内側 （口

腔 側 ）を上 咽頭 Epipharynx， 下唇の 内側 を下咽

頭 Hypophalynx とよ ぶ 。 そ れ らの 形態 は 生活 （特
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に 食性 ）に応 じて 変化 がみ られ る 。

　前頭 と頭楯が融合す る もの に お い て，上唇 も前

頭に融合す る もの が ある （−L唇が退化 す る もの が

あ る ）。 上唇 を欠 く もの と して ，オサ ム シ上科 ，

ガ ム シ上科 ，
エ ン マ ム シ上科，コ メ ツ キム シ L科 ，

ホ タル 上科が あ げ ら れ る。上唇 を欠 くもの で は前

頭前縁 が鋸歯状となる場合が 多い 。中央の 突出部

を鼻状突起 Nasale と よぶ 。

　大　あ　ご

　大あ ご （図 3 ）は切噛部 lncisor　area （Scissorial

area ）と 臼状部 Mola か らなる 。 左 右 の 大あご形

態が 同
…の も の と異 な るも の が あ る 。大あ ご は背

面 の 蝶 番 Ginglymus と 腹 面 の 顆状起 Condyle

（Ventrat　condyle ）に よ っ て 支え られ
， そ れ らと

撃が る 内転筋と外転筋 に よ っ て 開閉が行わ れ る 、，

切噛部 が背面切噛部 Dorsal　carina と腹面切噛部

A 　 ノ IC
ノ ；

！

n
　

9

B

Ventral　carina か ら な る もの が 多い 。

　切 順部 の 基 部 に 付 属 物 と し て 毛 塊 （毛 束＞

Penicillusや大あ ご内葉 Prostheca をそな え るも

の が 少な くな い 。毛塊 は しば し ば切噛部に 幅広 く

分 布 す る。大あ ご内葉 は 通常は膜状で 三 角形 に 突

出す る 。 幅の広 い もの と狭 い （角状 ）もの とが あ

る 。 そ の 他，切噛部に稀 に毛 をそ なえ た紐状突起

をそ な え る もの が あ る （ナガナ ハ ノ ミ科 ，
マ ル コ

ク ヌ ス ト科 ，ジ ョ ウ カ イ モ ドキ科 な ど〉。 大 あ ご

内葉 は ヒ ラ タ ム シ．L科 の 球角群の 多 くの 科 に 見出

さ れ
， 食菌性 の もの に 発達 の 傾向が み ら れ る 。 ま

た毛束 はオサ ム シ上科 な ど食肉性の もの に 発達 の

傾向が み られ る 。 背面切 噛部に歯をそなえ る もの

が 多 い 。ま たオサ ム シ上科，ホ タ ル 上科な ど捕食

性 の もの で は切噛部の 中央または後方 に 1 − 2 歯

をそ なえ る も の が あ る 。 こ σ）歯 を抱歯 Retinacu−

rum と よ ぶ
。 捕食性 の オサ ム シ上科 ， ホ タル 上科 ，

9
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図 3 大 あ ご・A ：ナ ガ ヒ ラ タム シ （背面 ）・　 B ・同 （腹酊 C ・オ サ ム シ モ ドキ （腹面 ，D ：ゲ 。 ジボ 外 （緬 ），

　　 E ：ク ロ ミ ジ ン ム シ ダマ シ （腹面 LF ： コ ク ワ ガ タ 〔右大 あ こ 腹面）．G ：同 佐 大あ ご 腹面）．

　　
cd ：顆 状 起 ．　dc ：背面 切 噛 部．　gn ：蝶番 ．　 Ic ：切噛部．　mo ：臼状部．　pe ；毛塊．　pr ：大あ ご内葉，　 ru ：抱 歯

　　 vc ：腹 「酊切 噛部 ．
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テ ン トウ ム シ科 など の 大 あ ご は 鎌状で 左右 が 同

形，獲物に咬み つ く の に 適 し た形態 と な り ， 消化

液の 分泌や食物 の 吸収 をす る 管や溝 を有す る もの

が 少な くな い
。

　臼状部は植食性 ， 腐食性 の もの で
一般に よ く発

達 す る 。 咬接面 に 咀嚼を助 け る微細 な顆粒 や段刻

を そ な え る もの が多い 。臼状部腹面に もそ れ らが

み られ るもの が ある。咬接面 の 基部 に 毛塊を そ な

え る も の や 基 部腹 面 に 付属 顆 状起 Accessory

Condyle（Accessory　 ventral 　process ）を そ な え

る もの が あ る 。

　小 　あ　ご

　小 あ ご （図 4 ）は 小 あ ご ひ げ Maxillary　palp ，

担 しゅ 節 Palpifer
， 外葉 Galea，内葉 Lacinia，茎

節 （蝶鋏節）Stipes，軸節 Cardoか ら な る 。小あ

ご ひ げ の基本数は 3 節と考 え られ る。オサ ム シ上

科 ，
コ ガ ネ ム シ上科 な ど で は主と して 4 節 ， ゾ ウ

ム シ上科で は 主と し て 2 節か らな るが，触角 の場

合と 同様 に 基 部環節 の 増減 に よ る もの と考え られ

る。ま た担 し ゆ節が 小あ ご 茎 節と融合す る もの が

多 い 。融合 しな い も の は担 しゆ節を含め る と 4 節

に な る 。 小あご ひ げの 先端に は通常 1 個以上 の 微

1c、

A

p
　 ga

、

ma

藩

F

D

｛
ca

c

E

1Pご、

hs一

li　 G

｛

図 4 小 あご ・下唇．A ：ナ ガ ヒ ラ タ ム シ （腹面〕．　 B ：オサ ム シ モ ドキ （背 面 〉．　 C ：ジ ョ ウ カ イボ ン 〔背面）．　 D ：

コ ク ワ ガ タ （腹面〕．E ：ハ ラ ジ ロ カ ツ オブ シ ム シ 〔腹 面）．　 F ；ホ ソ ク ビ ナ ガハ ム シ 〔背面），　 G ：ガ イマ イゴ

ミム シ ダマ シの 下唇 （下 咽頭 ）．

ca ：軸節．　 ga ：小あ ご 外葉．　 hs ：下 咽 頭硬 皮板．1c： 小 あ ご 内葉．　 lp ：下唇 ひ け．　 ma 　l小あご葉片．　mc ：小
あ ご 関 節域．mp ：小 あ ご ひ げ．　 pf ：押 し ゆ節．　 st ：茎節．
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細な 感覚突起 が あ る。小あ ご の 原始的な形態は外

葉 と内葉が融合 しな い もの と考え られ る。そ の 形

態 で み る と次の よう に な る。

　環節状の 外葉の み を有す るも の （環節数 は 1 −

2 節）：オサ ム シ上科 ，
ガ ム シーヒ科，エ ン マ ム シ

上科 ，
ハ ネカ ク シ上科 の 一部 ，

コ メ ツ キ ム シ上科 ，

ホ タ ル 上科 など。

　小あご葉片が外 ・内葉 に分か れ る もの ：ナガ ヒ

ラ タ ム シ亜 目 ，
ハ ネカ クシ上科 の

一
部 ，

コ ガ ネ ム

シ上科 ，
マ ル トゲム シ上科 ， ドロ ム シ上科，カ ツ

オブ シ ム シ上科，ナ ガシ ン ク イム シ上科 など。

　 こ れ らの 中に はカツオ ブ シム シ上科の よ う に外

葉 と 内葉 の 形態 が著し く異な る も の が あ る 。

　小あ ご が外 ・内葉に 分か れ な い もの （1 つ の 葉

片 Maxillary　mala か ら なる もの ）：カ ッ コ ウ ム シ

上科 ，
ツ ツ シ ン ク イ上科， ヒ ラ タ ム シ 上科，ハ ム

シ上科，ゾ ウム シ上科 （
一

部を除 く）など。

　軸節は小あごを動か す働 きをす る が，不明瞭な

も の や 欠 くもの があ る。また ド唇基部と融合す る

も の が ある 。

　軸節が不明瞭 また は欠 くもの ： オサ ム シ上科 ，

ガ ム シ 上科，エ ン マ ム シ上科，タマ ム シ上科， コ

メ ツ キ ム シ上科 ，
ジ ョ ウカイボ ン科 など。

　小 あ ご と 下 唇 の 間 に 小 あ ご 関節域 Maxillary

articulating 　area を有す る も の と欠 く も の と が あ

る 。 軸節を欠 く上科 に お い て は ，
こ の 部分も欠 く。

小 あ ご 関 節域は コ ガネム シ 上科，ヒ ラ タ ム シ 上科

で よ く発達す る 。

　下 　 　 唇

　下 唇 （図 4 ， G ） は 前 基 節 Prementum ，基 節

Mentum ，後 基 節　（亜 基 節 ） Postmentum

〔Submentum ）に分 け られるが，後基節を咽喉 （咽

喉板 ）Gula （Gular　area ）とす る 見 方 も あ る 。 前

基節は 通常 は可動 。 前基節 に 1 対の 下唇 ひ げ La −

bial　palpiと ， そ の 間 に 隆起 す る 舌SS　Ligula を

有す る 。 下 唇ひ げの 基本の 数は 2 節で あ る が ，ヒ

ラタキク イム シ科 ， ケ シキ ス イム シ科 ，
ゾウ ム シ

上科の
一

部な どは 1節か らな る 。ま た タマ ム シ科，

マ メ ゾ ウ ム シ科，ハ ム シ科の 一部な どで は下唇 ひ

げは消失す る。下唇 ひげの 先端 に は数個の 微細 な

感覚．突起 を そ な え る 。 1 対 の 下 唇 ひ げ は接近 す る

もの と広く離れ る も の が ある 。 舌部 は長 く突出す

る も の や欠 く もの が あ る 。

　下 咽 喉 の 中 央 に 角 質 の 下 咽 頭 硬 皮 板

Hypopharyngeal　sclerome を有す る もの と欠 く も

の とが あ る 。 咀嚼を助 け る器官 と して 下咽頭硬皮

板 の 発達が み られ る の は，ナガ ヒ ラ タ ム シ亜 目，

コ ガネム シ上科，ツ ツ シ ン ク イ ム シ科 ， ヒ ラ タ ム

シ上科の 異節群 な ど で あ る 。 下咽頭硬皮板 の 後方

に 左右 の 頭蓋 を帯状 に 結ぶ Hypopharyngeal 　bra−

con が あ る 。

　 頭蓋腹 面に は大あ ご基部か ら後方 へ 伸び る 帯状

の 褐色紋 Hypostomal　rod が あ る 。 こ の 紋 を有す

る もの と欠 くもの とがあ る 。
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